
 

 
 

 

 

 

2006.4.29

民主党新代表に小沢一郎衆議院議員を選出！ / 北名古屋市議会議員選挙「旧師勝町・西春町」開票
結果 / 北名古屋市長選挙開票結果 / 清須市議会議員選挙「旧清洲町・新川町・西枇杷島町」開票結
果 / 民主党愛知県連・所属議員の活動報告 / 幹事会報告 / 編集後記

 4月7日の両院議員総会民主党代表選挙に

て小沢一郎候補が代表となった。選挙は総会

における有権者である、4月7日現在の党所属

国会議員の192名が投票。 

  投開票の結果は、 

投票総数191票、有効投票総数191票、無効

票0 

菅 直人 候補  72票  

小沢一郎 候補 119票 

となった。 

また11日、国会内で両院議員総会を開催し、

新役員人事を承認。小沢新代表のもとで反転攻勢の機会を作ることを確認した。 

最高顧問 羽田 孜

代表 小沢 一郎

代表代行 菅 直人



 

 
 

 

 

副代表 広中 和歌子

  山岡 賢次

  高木 義明

  赤松 広隆

幹事長 鳩山 由紀夫

政策調査会長 松本 剛明

国会対策委員長 渡部 恒三

常任幹事会議長 川端 達夫

選挙対策委員長 安住 淳

総合調整局長 平野 博文

役員室長 細野 豪志

組織総局長 大畠 章宏

代議士会長 小平 忠正

参議院議員会長 江田 五月

参議院幹事長 輿石 東

参議院国会対策委員長 平田 健二
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4月16日告示 4月23日投開票  定数24  

2,772 太田 考則 無新 当選

2,258 松田  功 民新 当選

1,748 海川 恒明 公新 当選

1,747 塩木 寿子 公新 当選

1,713 桂川 将典 無新 当選

1,702 日栄 政敏 民新 当選

以下省略      



 

 

20,292 長瀬  保 無新 当選（民主推薦）

5,762 鈴木 至彦 無新  

5,740 山下 隆義 無新  

4,299 大原 久直 無新  

4月16日告示 4月23日投開票  定数24  

1,346 岸本 洋美 公現 当選

1,241 高橋 哲生 無現 当選

1,220 浅井 泰三 無現 当選

1,050 高山 万三 無現 当選

1,017 伊藤 嘉起 無新 当選

981 猿山由利子 公現 当選

979 久野  茂 無現 当選

965 近藤 敏明 無現 当選

930 根本 憲生 無現 当選

929 天野 武蔵 無現 当選

899 徳永 敏己 公現 当選

845 成田 義之 無現 当選

835 高橋  伝 無現 当選

789 白井  章 民新 当選

779 石田 敏治 無現 当選

775 八木 勝之 無現 当選

733 山田 広和 無現 当選

733 井上 昌幸 無現 当選

719 村瀬 勝哉 無現 当選

712 戸水 純江 無現 当選

680 佐々木由紀子 共現 当選

677 近藤 秀男 無新 当選

673 岩田  崇 無現 当選

656 安田 武雄 無現 当選

640 金多 俊治 無現 次点

634 梅村 和仁 民現 次々点

以下省略      
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 愛知万博の大成功は、愛知・名古屋が東京や大

阪に対するコンプレックスを克服し、新しい時代・ス

テージへと前進させることができました。その成果

を新しい政策指針に活かすのは勿論のこと、当面

する最大の課題として「県民生活の安全・安心の

確保」を目指し、治安の回復、地震防災対策、子ど

もの教育などへの取り組みが大切となっていま

す。 

  地方の努力もさることながら、今は、国政の健康

状態の回復が・・。それもこれも総選挙での民主の

惨敗が原因です。今こそ足腰を鍛え直し来たるべ

き決戦に備え、第8区総支部の万全の体制作りに

全力投球あるのみです。

 中部国際空港（セントレア）の開港、愛知万博

（愛・地球博）の開催を大成功させ、本県にとって

は、産業経済力、道路等の社会資本整備、知名

度、そして県民の自信や誇りなど、総合力が一段

と高まりました。万博後の、景気の落ち込みも特に

見られることなく、愛知全体に活力や自信がみな

ぎり、全国から大きな注目を集めております。この

愛知の活力や元気さをさらに拡大するため、第一

に、県民の安心・安全の確保、信頼感の一層の醸

成。第二にモノづくり産業の強化、拡大。第三に地

域に役立つ人づくりなどを積極的に進めていきた

いと思っております。

 名古屋市議会熱田区選出の小林ひでみでござ

います。日頃のご支援心から感謝申し上げます。 

  さて、昨年は中部国際空港の開港、愛・地球博



 
 

 
 

の開催という二つの大規模プロジェクトを実現させ

ることが出来ました。そうしたことにより、この地方

は、回復基調にのり「元気な名古屋」といわれそれ

を持続させるためにもポスト万博は、最重要課題

のひとつであります。 

  一方名古屋市の財政は、依然として厳しい状況

下におかれ、大幅な建て直しが必要です。今後と

も真の地方分権と市民本位の街づくりに向け議員

として5期目、全力で前進する所存でございます。

 お蔭様で多くの皆様に支えられ、初心と感謝の

心を胸に、元気いっぱい活動させていただいてお

ります。 

  さて先般、小泉総理は地方交付税をめぐって、

「名古屋までもらっているのはおかしい」と発言しま

した。名古屋経済の一部が好況感に浸っているこ

とは否定しませんが、そのことが名古屋市の財政

状況に直結しているわけではありません。まさにイ

メージ先行の無責任な発言であるとともに、元来

“地方固有の財源“である交付税をあたかも“国が

与えるもの”であるかのような感覚の言葉であり、

中央集権的発想が自民党に根強いことを改めて

実感しました。街の安全、高齢者福祉、子どもたち

の健全育成、災害対策等々・・・ 、市民の皆様の

基礎自治体への期待は大きくなるばかりです。分

権型社会の構築をめざし、これからも全力で前進

していきますので、お力添えを心からお願い申し

上げます。

 皆様のご支援を賜り、働く者の代表として議会に

送り出していただき、早いもので7年間が過ぎよう

としています。私はトヨタ系議員団10名で組織す

る、会派である「市民フォーラム」の中で「中心市街

地の活性化」と「公共交通の整備」を重点テーマと

して、取り組んでいます。 

  特に、公共交通の整備に向けては、合併旧町

村の整備も進める必要がありますが、環境面から

も市内の朝夕の渋滞対策を図るため、豊田市駅

から外環状線を走り、トヨタ本社までのバス路線を

早く整備すべく、今後も議会で発言を続けると共



 
 

 

 
 

に、調査研究してまいります。

 本市は、合併により920km2と広大化し都市と農
山村が共生する豊田市独自の都市内分権の定着

を目指している。その中で、事業の進め方の見直

しの提言や行財政経営を目指した事業の効率的

経営について提言し、18年度予算に反映させた。

また、財政の健全化の要因は大規模企業や給与

世帯の確実な財産確保にあり「まじめに納税する

ものが報われる社会」を目指し、納税義務・収納率

向上に向けた提言、未納者に対する処置の提言、

今後急速する団塊世代の国保財政に対する課題

の解決策と運営の改善策について提言してきまし

た。今後も皆様からのご支援ご協力を頂き全力で

取り組む決意です。 
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■幹事会報告（4月8日抜粋）

■規則の改正について 

□倫理統括委員会会則  

■党勢拡大の取り組みについて（確認） 

（1）大会決議方針2006年度  

（2）地方議会の内定候補者は現職の1/2とする。 

（3）5月末の本部定時登録までに貫徹するよう未達成者へ文書にて要請する。 

（4）定時登録手順については別途、組織委員会より指示。

□国会議員 1人＝500名（党員50名以上）

□国政内定候補者 1人＝300名（党員30名以上）

  □県議会議員・名古屋市会議員  1人＝ 20名 （党員15名以上）

  □一般市議会議員   1人＝ 10名 （党員 7名以上）

  □町議会議員   1人＝ 5名 （党員 3名以上）

■地方自治体議員フォーラム2006年度全国研修会について

□日時 5月22日（月）13：00～23日（火）12：00－

□会場 赤坂プリンスホテル（東京千代田区紀尾井町）

  □参加  愛知5名（東海ブロック20名） 



 
 

 

※「フォーラム愛知」三役を基本に対応

  □費用  交通費はフォーラム愛知で負担 

※研修会費、宿泊費等は本部負担

■東海ブロック自治体議員フォーラムについて

□日時 6月1日（木）～2日（金）

□会場 浜松名鉄ホテル

■パワーアップチーム（仮称）の取り組みについて

□刷新プロジェクトチームを発展させ県連改革を議論・推進する場として設置。

  □構成：チーム座長＝古本伸一郎（顧問）

  メンバー  ＝総務委員会（住田局長、直嶋・仲・渡辺委員）

      塚本幹事長、伴野選対委員長の7名で構成

編集後記

 小沢新体制がスタートしました。先の千葉7区の衆議院補欠選挙での

勝利によって、全党が一丸となって戦い国民の皆様の信頼を取り戻

す、新たな一歩を力強く踏み出しました。一方、国会においては行政改

革や医療制度改革法案をはじめとする重要法案について、与党は実態

を明らかにせず十分な審議を尽くさないまま、強引に審議を打ち切ろう

としています。社会の格差拡大、国の財政悪化、医療制度の崩壊など

国民の不安は増大しています。社会政権を交代し政治を変えるため、

政権を担える政党となるべく一層努力してまいります。皆様のご支援を

宜しくお願い申し上げます。 

常任顧問 古川元久（衆議院議員）

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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